
東京都北区議会 

平成 19 年第 4 回定例会で可決した意見書・決議 

 

 

・ 都市計画税・固定資産税の軽減措置の継続を求める意見書 

・ 償却資産に対する固定資産税に関する意見書 

・ 東京都区西北部保健医療圏の基準病床数確保に関する意見書 

・ 食の安全を確保する体制の徹底強化を求める意見書 

・ 民法 772 条の嫡出推定に関する運用の見直しを求める意見書 

・ 東京北社会保険病院の機能拡充に関する意見書 

・ 後期高齢者医療制度に関する意見書 

・ 駐車禁止指定除外指定の改正の改善を求める意見書 



都
市
計
画
税
・
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書 

 
最
近
、
政
府
が
発
表
し
た
月
例
経
済
報
告
に
よ
る
と
、「
景
気
は
、
こ
の
と
こ
ろ
一
部
に
弱
さ
が
み
ら
れ

る
も
の
の
、
回
復
し
て
い
る
。
」
と
判
断
し
て
い
る
。
し
か
し
、
小
規
模
事
業
者
の
多
く
は
依
然
と
し
て
深

刻
な
経
営
環
境
に
あ
り
、
景
気
の
回
復
を
実
感
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。 

東
京
都
が
実
施
し
て
い
る
「
小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
」
、
「
小
規
模
非
住

宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
」
及
び
「
負
担
水
準
が
六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
る
商
業
地
等
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
」
は
、
地
価
の
高
水
準
等
に
よ
る
区
民

の
過
重
な
税
負
担
を
緩
和
し
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
小
規
模
事
業
者
の
事
業
継
続
や
経
営
内
容
の
健

全
化
に
大
き
な
力
を
与
え
た
。 

東
京
都
が
財
政
を
優
先
し
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
廃
止
す
れ
ば
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営
を
悪
化
さ
せ
、

区
民
の
生
活
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。
さ
ら
に
は
、
地
域
社
会
の
活
性
化
や
景
気
の
回
復
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
東
京
都
に
対
し
、
区
民
の
税
負
担
感
に
配
慮
し
、
左
記
事
項
を
平
成
二
十
年
度

以
降
も
継
続
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

 

一
、
小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置 

二
、
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置 

三
、
負
担
水
準
が
六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
商
業
地
等
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
十
九
年
十
二
月
七
日 
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償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
に
関
す
る
意
見
書 

 
地
方
税
法
は
、
償
却
資
産
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
が
百

五
十
万
円
に
満
た
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
固
定
資
産
税
を
課
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
免
税
点
を
定
め
て

い
る
。 

こ
の
免
税
点
制
度
は
、
課
税
標
準
額
が
免
税
点
未
満
の
場
合
は
納
税
額
が
生
じ
な
い
が
、
課
税
標
準
額

が
免
税
点
以
上
に
な
る
と
そ
の
総
額
に
課
税
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
納
税
者
に
不
合
理
感
を
与
え
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
現
行
の
免
税
点
は
平
成
三
年
に
定
め
ら
れ
、
す
で
に
十
六
年
が
経
過
し
て
お
り
、
極
め
て
小

規
模
な
設
備
等
の
償
却
資
産
も
課
税
対
象
と
な
り
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営
と
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。 

ま
た
、
地
方
税
法
は
、
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償
却
資
産
の
各
項
目
の
申
告
期
限
を
一
月
三
十
一

日
と
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く
の
小
規
模
事
業
者
は
所
得
税
の
申
告
期
限
で
あ
る
三
月
十
五
日
を
念

頭
に
決
算
準
備
を
進
め
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
償
却
資
産
の
申
告
事
項
と
所
得
税
の
決
算
書
記
載
事
項
は

密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
納
税
者
の
利
便
性
を
欠
い
て
い
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
免
税
点
の
改
善
と
申
告
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た

め
、
左
記
事
項
の
実
現
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

 

一
、 

償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
免
税
点
を
基
礎
控
除
に
改
め
、
控
除
額
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る

こ
と
。
二
、
償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
申
告
期
限
を
三
月
十
五
日
と
す
る
こ
と
。 

  

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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東
京
都
区
西
北
部
保
健
医
療
圏
の
基
準
病
床
数
確
保
に
関
す
る
意
見
書 

  

東
十
条
病
院
が
十
月
末
日
を
も
っ
て
全
科
休
診
、
十
一
月
以
降
の
病
院
運
営
は
未
定
と
い
う
報
に
接
し
、

北
区
議
会
は
十
月
二
十
三
日
、
「
医
療
法
人
社
団
り
ん
ご
会
東
十
条
病
院
の
万
全
な
対
応
を
求
め
る
要
望

書
」
を
院
長
に
提
出
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
同
病
院
を
運
営
す
る
医
療
法
人
社
団
り
ん
ご
会
は
十
一
月
九
日
、
東
京
都
に
対
し
、
病
院

を
廃
止
す
る
方
針
を
伝
え
た
。 

 

今
回
の
同
院
の
全
面
休
診
に
つ
ぐ
廃
院
は
、
三
十
三
万
北
区
民
に
医
療
に
対
す
る
大
き
な
不
安
を
与
え

た
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
院
の
十
六
科
目
の
診
療
内
容
や
三
百
五
十
床
の
病
床
消
滅
が
、
北
区
を
含
む

二
次
保
健
医
療
圏
域
の
病
床
数
減
少
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
、
区
民
の
不
安
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て

い
る
。 

 

特
に
、
こ
の
間
の
病
床
数
削
減
に
よ
っ
て
、
都
自
ら
の
区
西
北
部
保
健
医
療
圏
の
基
準
病
床
数
さ
え
下

回
る
事
態
と
な
っ
た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。 

 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
東
京
都
に
対
し
、
地
域
医
療
を
守
る
立
場
か
ら
、
東
十
条
病
院
廃
院
に
伴
う
総

合
病
院
機
能
と
東
京
都
の
基
準
病
床
数
の
確
保
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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成
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年
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二
月
七
日 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
都
北
区
議
会
議
長 

永 

沼 

正 

光 
 

   

東
京
都
知
事 

 

石 

原 

慎
太
郎 

殿 

 



 
 
 

食
の
安
全
を
確
保
す
る
体
制
の
徹
底
強
化
を
求
め
る
意
見
書 

 
最
近
、
国
内
に
お
け
る
食
品
の
安
全
性
に
不
安
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
事
件
が
頻
発
し
て
い
る
。 

 

食
品
加
工
業
者
に
よ
る
食
肉
の
偽
装
事
件
、
消
費
期
限
切
れ
の
原
料
を
使
用
し
た
食
品
の
製
造
、
流
通

過
程
で
の
産
地
偽
装
、
賞
味
期
限
の
改
ざ
ん
、
さ
ら
に
は
、
昨
今
国
際
社
会
で
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
中

国
食
品
の
安
全
性
問
題
な
ど
、
憂
慮
に
た
え
な
い
状
況
に
あ
る
。 

 

国
は
平
成
十
五
年
施
行
の
食
品
安
全
基
本
法
に
基
づ
き
、
食
品
の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
施
策
を
推

進
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
件
は
、
食
品
加
工
業
者
等
の
モ
ラ
ル
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
係
る
問
題

で
あ
り
、
国
民
の
食
の
安
全
・
安
心
へ
の
不
安
は
増
大
し
て
い
る
。 

 

食
の
安
全
は
、
国
民
の
健
康
に
直
結
し
た
問
題
で
あ
り
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
国
民
生
活
の
た

め
に
も
、
食
の
安
全
と
信
頼
の
回
復
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。 

 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
食
品
安
全
対
策
の
一
層
の
強
化
・
充
実
、
そ
し
て
輸

入
食
品
の
安
全
管
理
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治
体
と
緊
密
に
連
携
す
る
な
ど
、
食
の
安
全
を

確
保
す
る
体
制
の
徹
底
強
化
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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民
法
七
百
七
十
二
条
の
嫡
出
推
定
に
関
す
る
運
用
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書 

 
 

民
法
七
百
七
十
二
条
第
二
項
は
「
婚
姻
の
解
消
若
し
く
は
取
消
し
の
日
か
ら
三
百
日
以
内
に
生
ま
れ
た

子
は
、
婚
姻
中
に
懐
胎
し
た
も
の
と
推
定
す
る
」
と
、「
嫡
出
推
定
」
の
規
定
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
規
定

は
、
も
と
も
と
は
法
律
上
の
父
親
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
子
ど
も
の
身
分
を
早
期
に
安
定
さ
せ
る
た
め
の
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
制
定
か
ら
百
年
以
上
た
っ
た
今
、
離
婚
・
再
婚
を
め
ぐ
る
社
会
情
勢
の
変
化
な

ど
も
あ
り
、
時
代
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。 

例
え
ば
、
こ
の
規
定
が
あ
る
た
め
に
、
実
際
に
は
新
し
い
夫
と
の
間
に
で
き
た
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
、

離
婚
後
三
百
日
以
内
の
出
生
で
あ
れ
ば
、
前
夫
の
子
と
推
定
さ
れ
、
出
生
届
を
提
出
す
る
と
前
夫
の
戸
籍

に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
事
実
と
異
な
る
者
が
父
親
と
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
、
出

生
届
を
出
さ
ず
、
無
戸
籍
と
な
っ
て
い
る
方
々
が
い
る
。 

そ
う
し
た
方
々
の
救
済
の
た
め
、
法
務
省
は
今
年
五
月
に
通
達
を
出
し
、
離
婚
後
妊
娠
の
場
合
に
限
り
、

医
師
の
証
明
を
添
付
す
る
こ
と
で
現
在
の
夫
の
子
と
し
て
出
生
届
を
認
め
る
特
例
救
済
措
置
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。 

し
か
し
、
こ
の
特
例
で
救
済
さ
れ
る
の
は
全
体
の
一
割
程
度
で
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
対
象
外
と
な
っ

て
い
る
離
婚
前
妊
娠
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
離
婚
前
妊
娠
に
関
し
て
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
を
抱
え
て
離

婚
手
続
き
に
時
間
が
か
か
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
救
済
を
求
め
る
声
が
強
く
な
っ
て
い
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
慎
重
に
検
討
し
つ
つ
も
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た

め
、
離
婚
前
妊
娠
で
あ
っ
て
も
社
会
通
念
上
や
む
を
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
現
在
の
夫

の
子
と
し
て
出
生
届
を
認
め
る
な
ど
、
嫡
出
推
定
の
救
済
対
象
を
拡
大
す
る
よ
う
、
強
く
求
め
る
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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東
京
北
社
会
保
険
病
院
の
機
能
拡
充
に
関
す
る
意
見
書 

  

本
年
十
一
月
、
三
百
五
十
床
の
東
十
条
病
院
は
廃
止
手
続
き
に
入
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
、
国
が
、
社
会

保
険
庁
の
解
体
及
び
、
社
会
保
険
病
院
等
の
廃
止
・
売
却
の
方
針
を
決
め
た
こ
と
に
よ
り
、
東
京
北
社
会

保
険
病
院
の
今
後
に
つ
い
て
、
患
者
・
住
民
・
関
係
者
の
医
療
不
安
が
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。 

 

い
う
ま
で
も
な
く
、
東
京
北
社
会
保
険
病
院
（
十
八
診
療
科
目
・
二
百
八
十
床
）
は
、
当
地
に
あ
っ
た

国
立
王
子
病
院
の
後
医
療
と
し
て
国
が
土
地
と
建
物
を
提
供
、
介
護
老
人
保
健
施
設
を
併
設
し
、
健
康
・

福
祉
の
拠
点
と
し
て
平
成
十
六
年
に
開
設
し
た
。 

 

そ
れ
は
、
政
府
の
国
立
医
療
機
関
の
再
編
計
画
の
発
表
が
さ
れ
た
の
ち
、
二
十
年
に
わ
た
る
地
域
の
総

合
的
な
医
療
の
確
保
を
求
め
る
区
民
運
動
が
ね
ば
り
強
く
行
わ
れ
た
も
と
で
、
結
実
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

開
設
後
四
年
が
経
過
し
た
が
、
運
営
に
あ
た
っ
た
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会
と
住
民
と
の
関
係
強

化
の
な
か
で
、
患
者
数
は
上
昇
を
つ
づ
け
、
救
急
・
小
児
医
療
・
産
科
な
ど
は
著
し
い
成
果
を
あ
げ
、
本

年
度
は
老
人
保
健
施
設
と
合
わ
せ
、
病
院
経
営
も
安
定
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
も
と
で
、
い
ま
区
民
が
求
め
て
い
る
の
は
、
十
八
あ
る
全
て
の
診
療
科
目
の
充
実
、
更
に
、

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
ベ
ッ
ド
数
の
増
床
な
ど
、
よ
り
一
層
の
医
療
機
能
の
拡
充
に
よ
り
、

地
域
医
療
を
万
全
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。 

 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
医
療
不
安
を
な
く
し
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

東
京
北
社
会
保
険
病
院
の
機
能
拡
充
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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社
会
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長
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
意
見
書 

  

昨
年
六
月
の
医
療
制
度
改
革
関
連
法
の
成
立
に
よ
り
、
明
年
四
月
か
ら
、
七
十
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
制
度
は
、
七
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
と
、
六
十
五
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
者
を
対
象
と
す
る
独
立
し
た
医
療

制
度
で
、
都
道
府
県
ご
と
に
す
べ
て
の
市
区
町
村
が
加
入
し
設
置
し
た
広
域
連
合
が
運
営
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。 

 

一
連
の
制
度
改
定
に
対
し
て
は
、
高
齢
者
に
新
た
な
負
担
が
生
じ
る
こ
と
、
低
所
得
者
へ
の
配
慮
に
欠

け
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
が
従
来
の
診
療
報
酬
と
は
別
の
体
系
に
分
け
ら
れ
る
た
め
、

高
齢
者
は
受
け
ら
れ
る
医
療
が
制
限
さ
れ
た
り
、
医
療
内
容
が
低
下
す
る
な
ど
様
々
な
問
題
点
が
あ
る
。

同
制
度
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
と
健
康
保
持
に
と
っ
て
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
必

至
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
保
険
基
盤
安
定
制
度
へ
の
新
た
な
公
費
支
出
や
、
同
制
度
で
は
努
力
規
定
と
な
っ
て
い
る
健
康

診
断
事
業
に
対
す
る
支
出
な
ど
、
市
区
町
村
の
財
政
的
負
担
が
多
大
と
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。 

 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
高
齢
者
の
窓
口
負
担
割
合
の
一
時
的
凍
結
や
新
た
な

保
険
料
徴
収
の
先
送
り
・
減
額
な
ど
の
激
変
緩
和
措
置
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
同
制
度
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
に
過
度
な
負
担
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、
平
等
に
医
療
が
受
け

ら
れ
る
持
続
可
能
な
医
療
制
度
と
す
る
よ
う
抜
本
的
な
見
直
し
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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大
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駐
車
禁
止
指
定
除
外
指
定
の
改
正
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書 

  

近
年
都
市
部
に
お
い
て
は
違
法
駐
車
が
多
発
し
、
こ
れ
ら
の
車
両
が
交
通
の
妨
害
、
事
故
の
誘
発
、
災

害
、
緊
急
時
の
交
通
遮
断
の
原
因
と
な
り
、
防
災
上
の
視
点
か
ら
も
違
法
駐
車
の
解
消
を
図
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。 

 

東
京
都
で
は
平
成
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
違
法
駐
車
取
締
強
化
の
一
環
と
し
て
身
体
障
害
者
等
に
対
す

る
駐
車
禁
止
規
制
か
ら
の
除
外
措
置
の
一
部
変
更
が
行
わ
れ
た
。 

 

そ
の
主
な
改
正
点
は
①
除
外
す
る
車
両
を
特
定
せ
ず
、
駐
車
禁
止
等
除
外
標
章
の
交
付
を
受
け
た
身
体

障
害
者
等
本
人
が
現
に
使
用
中
の
車
両
が
除
外
対
象
と
な
る
。
②
車
両
を
離
れ
る
と
き
は
、
新
た
に
「
運

転
者
の
連
絡
先
ま
た
は
用
務
先
」
の
掲
示
が
必
要
と
な
る
、
の
二
点
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
今
回
の
規
則
改
正
は
身
体
障
害
者
の
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
や
今
ま
で
許
可
を
得
て
い
た

下
肢
機
能
障
害
三
級
の
二
以
下
の
障
害
者
は
除
外
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

障
害
者
に
と
っ
て
車
は
自
ら
の
足
で
あ
り
、
社
会
参
加
の
た
め
の
必
要
不
可
欠
な
道
具
で
も
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
東
京
都
公
安
委
員
会
に
対
し
、
駐
車
禁
止
指
定
除
外
指
定
の
改
正
の
改
善
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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